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中1 数学「資料の整理と活用」解答・解説

発展

1 複合資料分析と統計処理（14〜15点）

1 60～70点の相対度数がともに0.25（相対度数で見た場合）。または、より厳密には相対度数を計算し、等
しい階級を特定する。正確計算：Aは60～70点で相対度数0.3、50～60点で0.1。Bは50～60点で0.36、60
～70点で0.32。直接等しい階級はないが、最も近い相対度数は60～70点の両者。
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2 78.6点 加重平均＝(40×78＋50×82＋60×75＋50×80)÷200＝(3120＋4100＋4500＋4000)÷200＝15720÷200＝78.6点。

3 平均値≒29.2点、中央値＝12点。外れ値により平均値が大きく上昇するが、中央値は安定している。 平均値＝
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3 入試問題レベルの複合分析（各14点）

4 理科係の平均点がやや高い（78 > 76）。標準偏差は理科係が小さい（8 < 12）ので、理科係の方が学力レ
ベルが揃っており安定していている。文科係は学力差が大きい。
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